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オフとオンの調和による
学生支援

高機能発達障害傾向を持つ学生への

支援システムを中核として

国立大学法人富山大学

2008.03.10

背景：
増えるコミュニケーションができない若者達

友人関係を求めず、サークル活動やア
ルバイトからも退却し、一人で楽しむ
ことに没頭する。

ゼミや授業での討論で、追求されたり
反論されたりすると気分が落ち込み、
立ち直るのに時間がかかる。

教員との一対一の関係を持たず、持っ
たとしても深まることがない。

→発達障害学生の人間像と重なる。
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高機能発達障害学生の特徴

知的発達の遅れを伴わない。

他人との社会的関係の形成が困難。

状況や相手の気持ちを汲むことが苦手。

興味や関心が特定のものに限られる。

被害感・怒りを持ち続けがち。

特定の卓越した能力を持っている場合
が多い。

→彼らの能力は大学・社会の財産！

包括的コミュニケーション支援

発達障害学生の特性を十分配慮した全学
的な支援システム。

明らかな発達障害とは認定されない全大
学構成員の支援にも有効。

学生を支援する教職員への支援（メタサ
ポート）を提供する。

卒業後の社会的支援も継続して行える。

→学生の特性を「矯正」するのではなく、
多元的環境へのアクセスを援助し、彼ら
の「ユニークさ」を生かす！
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「オフ」と「オン」の調和

発達障害学生は、オンラインシステムへ
のアクセスには、さほど困難を感じない。

オンラインサポートでの交流を基盤に、
オフライン・イベントを随時開催し、社
会的交流の場を提供する。

オフラインサポート（カウンセリング、
コーチング、キャリア支援など）へのア
クセスを促進するとともに、学生自身に
よるピアサポートへとつなげていく。
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ＰＳＮＳ（テスト版）
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TCSI（オフラインサポート）

TCSI（オフラインサポート）

トータルコミュニケーション支援室
（TCSI）を設置。

◦ 専門教職員を配属し、保健管理センター
と連携して、サポートのコアとなる。

◦ 全学教職員理解向上のためのFDの開催。

◦ サポートチームの形成とコーディネート。

◦ 学生によるピアサポートへの支援。

◦ 専門家による個人的カウンセリング・コー
チングの実施
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TCSプロジェクトの効果

学生本人にとっての効果
◦ キャンパスライフにおける「生きにくさ」
に対する包括的な支援。

教職員を含む大学にとっての効果
◦ 学生支援に関する知識の提供と個別コン
サルテーション、サポートチームによる
協同（支援者への支援）。

社会にとっての効果
◦ 卒業後のフォロウアップ支援による、早
期離職や問題行動の防止。

評価の体制と方法

TCSプロジェクトを、質的改善のための

一つのアクション・リサーチと考える。

多元的方法による評価。

◦ 定量的評価（数値目標の達成評価、数値的ア
ンケート評価等）。

◦ 実証的定性的評価（質的評価：SNS上での自

由記述アンケート分析、フォーカスグループ
インタビューの分析等）。

形式知と暗黙知のサイクルによる、学生
支援の新しい知識創発と普及を目指す。
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2008/2/24　朝日新聞掲載記事

2008/2/24　富山新聞掲載記事
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2008/3/1　北日本新聞掲載記事


